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緑
溢
れ
る
季
節
を
迎
え
、
組
合
員
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご
清
祥
の

こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

日
頃
よ
り
当
組
合
事
業
運
営
に
格
別
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

第
51
回
総
代
会
は
、
昨
年
に
続
き
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
観
点
か
ら

書
面
議
決
の
お
願
い
と
な
り
大
変
残
念
な

開
催
と
な
り
ま
し
た
。
総
代
各
位
の
ご
理

解
と
ご
協
力
に
よ
り
提
出
議
案
14
件
を
原

案
の
と
お
り
議
決
さ
れ
ま
し
た
こ
と
に
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
旭
川
市
、
東
神
楽
町
森
林
組
合

の
合
併
は
、
令
和
４
年
６
月
１
日
開
催
の

第
1
回
合
併
理
事
会
、
監
事
会
に
お
い
て

新
体
制
が
決
ま
り
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

管
轄
エ
リ
ア
が
拡
大
し
た
こ
と
か
ら
、
所

有
者
負
担
の
平
等
性
や
組
合
員
の
森
林
意

欲
の
向
上
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
行
政
支
援

を
要
請
す
る
と
と
も
に
、
組
合
員
皆
様
の

森
林
・
林
業
を
守
り
信
頼
さ
れ
る
組
織
づ

く
り
の
た
め
一
層
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
の
ほ
か
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
影
響
で
先
行
き
不
透
明

の
状
況
で
す
。

　

ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
伐
採
量
の
急

増
も
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
目
ま
ぐ
る
し
い

変
化
に
対
応
し
な
が
ら
持
続
可
能
な
社
会

の
実
現
に
向
け
、
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で

計
画
し
た
森
林
整
備
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
林
業
に
お
い
て
は
依
然
と
し

て
災
害
事
故
が
多
く
発
生
し
て
お
り
、
安

全
確
保
に
向
け
よ
り
一
層
の
取
り
組
み
が

必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
安
心
安
全
な
職

場
づ
く
り
に
努
め
る
と
と
も
に
、
組
合
員

皆
様
の
森
林
を
守
り
、
少
し
で
も
多
く
還

元
で
き
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、

組
合
員
各
位
の
一
層
の
ご
理
解
、
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
、
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

に
東
旭
川
地
区
の
菅
野
孝
夫
総
代
を
選
任

し
て
、
上
程
さ
れ
た
議
案
す
べ
て
が
原
案

ど
お
り
承
認
、
決
定
を
頂
き
ま
し
た
。

　

事
業
報
告
と
剰
余
金
処
分
案
、
事
業
計

画
、
特
別
議
決
事
項
と
し
て
森
林
組
合
の

合
併
関
係
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
提
出
議

案
14
件
が
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

木
津
組
合
長
は
開
会
挨
拶
で
、
令
和
３

年
度
の
事
業
概
況
に
つ
い
て
、
一
昨
年
の

世
界
経
済
停
滞
に
よ
る
木
材
需
要
の
落
ち

込
み
か
ら
、
昨
年
は
一
変
し
て
道
産
材
需

要
の
急
増
と
価
格
ア
ッ
プ
で
道
産
材
に
注

目
が
集
ま
り
ま
し
た
。
道
産
材
需
要
の
高

ま
り
を
好
機
と
捉
え
、
そ
の
対
応
に
し
っ

か
り
取
組
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
森
林
整
備
事
業
で
は
、
旭
川
市
、

比
布
町
の
委
託
事
業
を
受
託
。
民
有
林
の

作
業
道
整
備
は
、
懇
談
会
で
要
望
さ
れ
た

地
域
の
実
情
を
解
消
で
き
る
よ
う
旭
川
市

と
比
布
町
に
理
解
を
頂
い
て
整
備
を
進
め

る
事
も
出
来
ま
し
た
。

　

総
代
会
で
提
案
さ
せ
て
頂
い
た
高
性
能

林
業
機
械
は
、
作
業
員
を
通
年
雇
用
す
る

た
め
、
旭
川
市
の
担
い
手
支
援
補
助
制
度

で
導
入
し
、
森
林
整
備
事
業
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

　

組
合
員
皆
様
の
ご
協
力
と
ご
支
援
、
職

員
、
作
業
員
、
協
力
事
業
体
の
取
り
組
み

に
よ
り
、
令
和
３
年
度
は
、
事
業
総
収
益

２
億
４
千
万
円
、
事
業
利
益
９
２
４
万
円
、

当
期
未
処
分
剰
余
金
1
，
１
６
３
万
円
の

計
上
と
な
り
ま
し
た
。

　

東
神
楽
町
森
林
組
合
と
の
合
併
は
、
平

成
30
年
９
月
13
日
の
合
併
協
議
会
設
立
か

ら
、幹
事
会
９
回
、協
議
会
６
回
を
開
催
し
、

令
和
３
年
11
月
30
日
に
合
併
契
約
の
調
印

を
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
今
後
は
新

体
制
誕
生
の
合
併
登
記
ま
で
、
組
合
員
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
、
関
係
機
関
の

ご
指
導
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
の
運
営
方
針
に
つ
い
て
、

組
合
員
の
理
解
を
得
な
が
ら
、
伐
採
跡
地

の
再
造
林
を
基
本
に
、
確
保
さ
れ
た
予
算

の
中
で
森
林
整
備
を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
東
神
楽
町
森
林
組
合
と
の
合

併
に
よ
る
新
体
制
が
６
月
１
日
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。
管
轄
エ
リ
ア
が
拡
大
す

る
事
か
ら
旭
川
市
、
比
布
町
、
東
神
楽
町

の
協
力
は
不
可
欠
で
す
。

　

森
林
所
有
者
に
代
わ
り
、
所
有
者
負
担

の
平
等
性
や
、
組
合
員
の
森
林
意
欲
の
向

上
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
行
政
支
援
を
要
請

し
て
参
り
ま
す
。

　

組
合
員
皆
様
の
ご
協
力
と
各
関
係
機
関

の
ご
支
援
を
お
願
い
し
た
い
と
挨
拶
し
た
。

御

　挨

　拶

旭
川
市
森
林
組
合

代
表
理
事
組
合
長

　木

　津

　
　勝

　

旭
川
市
民
文
化
会
館
に
お
い
て
第
51
回

通
常
総
代
会
を
令
和
４
年
２
月
25
日
に
開

催
し
ま
し
た
。

　

今
年
も
昨
年
に
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
書
面
議
決
を

推
奨
し
、
関
係
機
関
、
指
導
機
関
の
方
々

の
来
席
を
控
え
さ
せ
て
頂
い
て
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。

　

総
代
定
数
２
０
９
名
う
ち
欠
員
４
名
の

２
０
５
名
、
本
人
出
席
26
名
、
委
任
代
理

人
出
席
10
名
、
書
面
決
議
１
１
８
名
、
合

計
１
５
４
名
で
開
会
さ
れ
ま
し
た
。
議
長

第第
5151
回
通
常
総
代
会
を
終
了

回
通
常
総
代
会
を
終
了

総代会組合長挨拶

総代会風景

菅野議長挨拶
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議

　案

●
議
案
第
１
号

　
令
和
３
年
度
事
業
報
告
書
及
び
計
算

書
類
（
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
、

注
記
表
、
附
属
明
細
表
及
び
剰
余
金

処
分
案
）
に
つ
い
て

●
議
案
第
２
号

　
森
林
組
合
の
合
併
に
つ
い
て

●
議
案
第
３
号

　
合
併
契
約
書
の
承
認
に
つ
い
て

●
議
案
第
４
号

　
合
併
及
び
事
業
経
営
計
画
の
承
認
に

つ
い
て

●
議
案
第
５
号

　
定
款
及
び
定
款
附
属
書
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

●
議
案
第
６
号

　
令
和
４
年
度
事
業
計
画
の
設
定
に
つ

い
て

●
議
案
第
７
号

　
令
和
４
年
度
賦
課
金
の
額
、
徴
収
時

期
及
び
徴
収
方
法
の
決
定
に
つ
い
て

●
議
案
第
８
号

　
令
和
４
年
度
内
に
お
け
る
借
入
金
の

最
高
限
度
額
決
定
に
つ
い
て

●
議
案
第
９
号

　
令
和
４
年
度
に
お
け
る
一
組
合
員
に

対
す
る
貸
付
金
の
最
高
限
度
額
の
決

定
に
つ
い
て

●
議
案
第
10
号

　
一
組
合
員
の
負
担
す
る
債
務
に
対
す

る
債
務
保
証
の
最
高
限
度
額
及
び
事

業
年
度
内
に
お
け
る
債
務
保
証
の
最

高
限
度
額
の
決
定
に
つ
い
て

●
議
案
第
11
号

　
余
裕
金
の
預
け
入
れ
先
の
決
定
に
つ

い
て

●
議
案
第
12
号

　
各
種
補
助
金
の
代
理
申
請
に
係
る
事

務
取
扱
手
数
料
率
の
決
定
に
つ
い
て

●
議
案
第
13
号

　
令
和
４
年
度
役
員
報
酬
の
決
定
に
つ

い
て

●
議
案
第
14
号

　
組
合
員
の
除
名
扱
い
に
つ
い
て

●
付
帯
決
議

　
議
決
事
項
中
、
権
利
義
務
に
関
与
し

な
い
字
句
修
正
、
そ
の
他
軽
微
な
事

項
に
つ
い
て
は
、
組
合
長
に
一
任
さ

れ
た
い
。
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平
成
30
年
９
月
13
日
合
併
協
議
会
設
立

以
来
、
幹
事
会
、
協
議
会
、
両
組
合
の
理

事
会
で
協
議
を
重
ね
、
令
和
３
年
11
月
30

日
に
関
係
者
立
会
の
も
と
合
併
契
約
が
調

印
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
旭
川
市
森
林
組
合
は
令
和
４

年
２
月
25
日
開
催
の
総
代
会
、
東
神
楽
町

森
林
組
合
は
同
年
同
月
17
日
開
催
の
総
会

で
決
議
さ
れ
、
令
和
４
年
６
月
１
日
に
存

続
組
合
を
旭
川
市
森
林
組
合
と
し
て
合
併

登
記
を
完
了
し
、
東
神
楽
町
森
林
組
合
は

同
日
付
で
解
散
致
し
ま
し
た
。

●
議
案
第
二
号
　
森
林
組
合
の
合
併

に
つ
い
て

●
森
林
組
合
の
合
併
は
、
森
林
・
林
業
再

生
に
向
け
た
組
合
の
役
割
を
果
た
す
た
め

旭
川
市
西
神
楽
地
区
に
隣
接
す
る
東
神
楽

町
森
林
組
合
と
の
合
併
に
よ
り
、
市
町
村

を
越
え
て
の
広
域
化
に
よ
る
事
業
展
開
を

進
め
、
安
定
的
な
事
業
量
の
確
保
と
経
営

基
盤
の
強
化
を
図
る
た
め
に
行
わ
れ
る
も

の
で
す
。

●
森
林
の
持
つ
公
益
的
機
能
の
維
持
管
理

に
努
め
、
森
林
管
理
体
制
の
構
築
と
組
合

員
の
所
有
山
林
を
始
め
、
地
域
林
業
・
地

域
社
会
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
く
事
を
目

標
に
目
指
す
こ
と
が
合
併
の
目
的
で
す
。

●
合
併
に
よ
り
組
合
員
と
緊
密
な
連
携
の

も
と
、
積
極
的
な
森
林
整
備
を
中
心
に
行

な
い
行
政
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
組
合

員
の
林
業
経
営
の
安
定
と
自
立
経
営
の
実

現
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

●
合
併
に
よ
り
事
業
運
営
の
合
理
化
・
施

業
コ
ス
ト
軽
減
に
努
め
、
合
併
メ
リ
ッ
ト

が
事
業
運
営
に
反
映
さ
れ
組
合
員
に
合
併

効
果
を
還
元
出
来
る
よ
う
、
両
組
合
員
が

積
極
的
に
組
合
を
利
用
す
る
こ
と
と
信
頼

あ
る
森
林
施
業
の
実
現
に
努
め
、
中
期
的
・

将
来
に
向
け
合
併
効
果
の
実
現
を
図
ら
れ

る
こ
と
が
目
的
で
あ
り
ま
す
。

●
本
合
併
に
つ
い
て
組
合
員
皆
様
の
森
林
・

林
業
を
守
り
信
頼
さ
れ
る
組
織
づ
く
り
の

た
め
一
層
努
力
し
て
参
り
ま
す
の
で
組
合

員
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
く
提
案
致
し

ま
す
。

●
議
案
第
三
号
　
合
併
契
約
書
の
承

認
に
つ
い
て

契
約
書
の
概
要

合
併
参
加

組

合
旭
川
市
森
林
組
合
・
東
神
楽
町
森

林
組
合

合
併
の

方

法
定
款
変
更
方
式

新
組
合

の
名
称
旭
川
市
森
林
組
合
（
存
続
組
合
）

事
務
所
の

所
在
地
旭
川
市
工
業
団
地
３
条
１
丁
目
２

番
15
号
（
支
所
は
置
か
な
い
）

新
組
合

の
地
区
旭
川
市
・
比
布
町
・
東
神
楽
町
の

区
域
と
す
る

組
合
員

資

格
森
林
所
有
面
積
０・３
ha
以
上

出
資
金

一
口
額
１
，
０
０
０
円

持

分
持
分
調
整
を
し
な
い

財

産
固
定
資
産
は
帳
簿
価
格
で
引
継
ぐ

（
法
定
準
備
金
含
む
）

欠
損
金
は
合
併
前
に
旧
組
合
で
処

理
す
る

賦
課
金

組
合
員
割 

１
，
０
０
０
円

面
積
割 

２
０
０
円
／
ha

（
０・３
ha
以
上
～
10‌

ha
未
満
）

面
積
割 

１
０
０
円
／
ha

（
10‌

ha
以
上
）

職

員
合
併
期
日
に
全
員
引
継
ぐ

役

員　
　
　
　
　
理
事
12
人

役
員
定
数

　
　
　
　
　
監
事
２
人

総

会
・

総
代
会
総
代
会
制

事
業
年
度
毎
年
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日

旭
川
市
・
東
神
楽
町
の
森
林
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　合
併
議
決

旭
川
市
・
東
神
楽
町
の
森
林
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　合
併
議
決

合併後の役員、総代の定数配分� 単位：名

区 別 地域 組合員数 役員 役員推薦
構成員 総代数理　事 監　事

第 1 区 江丹別・神居 240 2 1 3 48
第 2 区 西神楽 137 2 3 19
第 3 区 東旭川 434 2 1 3 58
第 4 区 東鷹栖 176 2 3 27
第 5 区 比布 229 2 3 34
第 6 区 東神楽 143 2 3 24

計 1,359 12 2 18 210
〇役員任期は就任後の 3 年以内の最終決算期の通常総代会終了時
〇合併後開催される最初の通常総代会までは理事 15 名、監事 4 名とする
〇総代選挙は合併後開催。総代会前に日程調整を行ない実施する

調印後に記念撮影する関係者（令和３年 11月 30日）

合併協議会（令和４年１月 26日）
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●
議
案
第
四
号
　
合
併
及
び
事
業

経
営
計
画
の
承
認
に
つ
い
て

事
業
経
営
の
基
本
方
針

　

地
域
民
有
林
の
適
切
な
森
林
管
理
を

担
い
健
全
な
経
営
及
び
道
産
材
の
安
定

供
給
の
担
い
手
と
し
て
の
役
割
を
果
た

す
た
め
、
厳
し
い
経
営
環
境
下
に
お
い

て
も
、
一
定
の
事
業
利
益
を
確
保
で
き

る
組
織
体
制
と
効
率
的
な
事
業
経
営
を

図
る
。

　

事業経営の実施方針
事　業　名 実　施　方　針

指 導 事 業
森林施業の集約化を図るため、地区別懇談会の開催、広報誌やホー
ムページで情報提供し、森林経営計画の締結を基本に提案型施業の
普及、定着を図ります

販 売 事 業 及
び 林 産 事 業

集約化による素材生産コストの軽減を図り、組合員への利益還元に
努める。

森林整備事業 各種補助事業を積極的に活用し、組合員の森林整備を進めるととも
に民間事業体との連携を図り、信頼ある森林施業実現を図る。

利 用 事 業 市町村発注の事業を受注し委託事業拡大に努める。また、野生化ア
ライグマ捕獲事業を継続して受託し個体数の低減に努める。

購 買 事 業 山行苗木の確保及び提供、各種キノコ資材、緑化木等を組合員の要
望に応じた斡旋を行う。

合併時における組合員の経営する森林面積の合計
区　　分 森林面積 関係市町村

被
合
併
組
合

旭川市森林組合 9,749ha 旭川市、比布町
東神楽町森林組合 1,080ha 東神楽町
合併後の組合 10,829ha 旭川市、比布町、東神楽町

森林施業の事業計画
区分 R4 年度 R5 年度 R6 年度 R7 年度 R8 年度
植林 58ha 50ha 50ha 50ha 50ha
保育 320ha 320ha 320ha 320ha 320ha
林産 10,000㎥ 10,000㎥ 10,000㎥ 10,000㎥ 10,000㎥

合併調印

合併調印（令和３年 11月 30日）

4



●
運
営
の
基
本
方
針

一
、森
林
組
合
系
統
運
動「JForest

ビ
ジ
ョ

ン
２
０
３
０
」
の
策
定
を
進
め
て
参
り

ま
す
。　

二
、
昨
今
の
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に

向
け
そ
の
役
割
を
果
た
せ
る
よ
う
、
組

合
員
の
理
解
を
得
な
が
ら
伐
採
跡
地
の

再
造
林
を
基
本
に
、
確
保
さ
れ
た
予
算

の
中
で
植
林
、
下
刈
、
間
伐
等
の
森
林

整
備
を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

三
、
東
神
楽
町
森
林
組
合
と
の
合
併
で
旭

川
、
比
布
、
東
神
楽
に
地
区
が
拡
大
す

る
こ
と
か
ら
、
所
有
者
負
担
の
平
等
性

や
組
合
員
の
森
林
意
欲
の
向
上
が
図
ら

れ
る
よ
う
、
行
政
支
援
を
要
請
し
て
参

り
ま
す
。

四
、
担
い
手
の
育
成
・
労
働
力
確
保
の
取

り
組
み
と
し
て
、
今
年
度
も
補
助
制
度

を
活
用
し
て
林
業
機
械
を
導
入
し
、
直

営
に
よ
る
冬
山
造
材
を
行
い
通
年
雇
用

化
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

五
、
労
働
安
全
衛
生
に
係
る
様
々
な
取
組

や
対
策
を
と
り
、
労
働
者
一
人
一
人
の

労
働
安
全
に
対
す
る
意
識
を
高
め
、
労

働
災
害
ゼ
ロ
に
向
け
安
全
な
職
場
環
境

に
努
め
て
参
り
ま
す
。

●
指
導
部
門

一
、森
林
組
合
系
統
運
動「JForest

ビ
ジ
ョ

ン
２
０
３
０
」
の
策
定

二
、
造
林
、
除
間
伐
、
下
刈
、
路
網
整
備

等
の
企
画
推
進
及
び
指
導

三
、
令
和
5
年
の
森
林
経
営
計
画
組
替
え

に
向
け
加
入
推
進
と
経
営
案
作
成
準
備

四
、
木
育
活
動
（
マ
イ
箸
作
り
、
キ
ッ
ズ

講
座
、
き
の
こ
食
毒
講
習
会
、
リ
ー
ス

作
り
、
そ
の
他
）

五
、
森
林
認
証
の
普
及

六
、
山
火
事
予
消
防
と
不
法
投
棄
防
止
の

啓
発

七
、
組
合
員
へ
の
情
報
発
信
（
広
報
誌
の

発
行
、森
林
施
業
現
地
検
討
会
、懇
談
会
）

●
販
売
部
門

一
、
集
約
化
に
よ
る
素
材
生
産
コ
ス
ト
の

軽
減
を
図
り
、
組
合
員
へ
の
利
益
還
元

に
努
め
る

二
、
系
統
販
売
力
の
強
化
と
経
費
削
減
に

努
め
る

三
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
原
木
流
通
の
状

況
を
見
極
め
、
所
有
者
の
意
向
に
応
え

ら
れ
る
様
、
人
工
林
の
皆
伐
を
推
進

四
、
薪
の
販
売
、
特
用
林
産
物
の
販
売

●
森
林
整
備
部
門

・
森
林
整
備
事
業

一
、
森
林
経
営
計
画
を
基
本
に
森
林
整
備

の
予
算
確
保
と
活
用
で
、
造
林
・
下
刈
・

枝
打
ち
・
除
間
伐
事
業
の
実
施

　

森
林
整
備
計
画

植
林	

　
　

58
・
62‌

ha

被
害
地	

　
　

０
・
38‌

ha

下
刈	

１
９
７
・
41‌

ha

除
伐	

　
　

13
・
39‌

ha

保
育
間
伐	

　
　

14
・
18‌

ha

枝
打
ち	

　
　

１
・
68‌

ha

利
用
間
伐	

　
　

92
・
56‌

ha

皆
伐	

　
　

50
・
00‌

ha

二
、
民
間
事
業
体
と
の
連
携
を
図
り
、
効

率
的
な
森
林
施
業
に
努
め
る

三
、
搬
出
間
伐
・
下
刈
・
植
林
の
森
林
整

備
は
所
有
者
負
担
を
願
い
、
森
林
整
備

の
推
進
に
努
め
る

四
、
主
伐
地
に
対
す
る
確
実
な
再
造
林
を

行
い
、
造
林
未
済
地
の
解
消
に
努
め
る
。

五
、
労
働
災
害
防
止
に
向
け
た
講
習
会
、

研
修
会
、
安
全
大
会
を
開
催
し
、
災
害

ゼ
ロ
に
努
め
る

・
利
用
事
業

一
、
林
道
等
整
備
事
業
を
旭
川
市
と
比
布

町
で
取
組
む

二
、
請
負
事
業
と
市
有
林
、
町
有
林
入
札

へ
の
積
極
的
参
加
に
よ
り
、
事
業
量
の

確
保
を
図
る

三
、
森
林
保
険
の
加
入
推
進
と
災
害
時
に

於
け
る
被
害
調
査
、
申
請
事
務

・
購
買
事
業

一
、
造
林
用
山
行
苗
木
、
緑
化
木
、
果
樹

苗
木
の
斡
旋

二
、
野
鼠
駆
除
剤
の
斡
旋

三
、
き
の
こ
栽
培
資
材
の
斡
旋
（
原
木
、

榾
木
、
各
種
菌
）

四
、
暖
房
器
具
の
斡
旋

・
林
地
供
給
事
業

一
、林
地
流
動
化
情
報
の
収
集
、林
地
斡
旋
、

売
買

二
、
森
林
経
営
計
画
の
認
定
を
受
け
る
こ

と
が
確
実
で
あ
る
組
合
員
へ
の
斡
旋

・
金
融

一
、
林
業
改
善
資
金
及
び
日
本
政
策
公
庫

資
金
の
取
扱
い
事
務

●
そ
の
他

一
、
合
併
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
を
実
現
す
る

た
め
、
組
織
及
び
経
営
の
体
制
強
化
を

図
る

二
、
林
地
流
動
化
に
伴
う
組
合
所
有
林
の

取
得
等
に
つ
い
て

三
、
森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用
方
法
の
検

討
四
、高
校
生
等
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
就

業
体
験
）
の
受
入

●
固
定
資
産
取
得
計
画

一
、
林
業
機
械
の
導
入
（
フ
ェ
ラ
バ
ン

チ
ャ
ー
ザ
ウ
ル
ス
）
１
，
９
５
０
万
円

令
和
四
年
度

　部
門
別
の
取
組
概
要

砂利敷（東旭川）

皆伐作業（東鷹栖）
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前
年
比
１
０
４
％
の
森
林
整
備
予
算
の

配
分
決
定
と
な
っ
た
本
年
は
、
植
林
や
保

育
を
着
実
に
実
施
す
る
た
め
1
人
を
補
充

し
直
営
作
業
員
13
名
体
制
で
作
業
を
行
っ

て
参
り
ま
す
。

　

た
だ
、
植
栽
は
伐
採
と
造
林
の
一
貫
作

業
が
図
ら
れ
る
よ
う
計
画
的
に
事
業
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
が
、
造
林
予
算
の
関
係

上
、
お
待
ち
頂
い
て
お
り
ま
す
。
組
合
員

の
皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が

何
卒
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

◎
植
林

　

今
年
度
は
伐
採
跡
地
へ
の
植
林
を
58‌

ha

（
旭
川
55‌

ha
、
東
神
楽
３
ha
）
計
画
し
造
林

未
済
地
の
解
消
に
努
め
て
参
り
ま
す
。
補

助
事
業
に
よ
る
植
林
の
所
有
者
負
担
は
ha

あ
た
り
上
限
６
万
円
で
す
。
但
し
、
組
合

が
関
与
し
な
い
皆
伐
後
の
植
林
は
全
額
負

担
と
な
り
ま
す
。
林
地
流
動
化
や
転
用
に

よ
る
植
林
は
所
有
者
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
下
刈

　

下
刈
は
１
９
７
ha
（
旭
川
１
７
４
ha
東

神
楽
23‌

ha
）
を
計
画
し
現
場
の
状
況
を
確

認
し
な
が
ら
、
所
有
者
と
の
合
意
の
下
で

６
～
８
月
中
旬
ま
で
作
業
を
実
施
し
ま
す
。

所
有
者
負
担
は
、
ha
あ
た
り
６
～
12
千
円

で
す
。

　
◎
利
用
間
伐

　

山
林
の
状
況
に
応
じ
定
性
間
伐
と
列
状

間
伐
に
よ
る
間
伐
を
89‌

ha
（
旭
川
83‌

ha
、

東
神
楽
６
ha
）
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
同
様
、
利
用
間
伐
の
所
有
者
負
担

が
あ
り
ま
す
が
、
間
伐
材
の
販
売
代
金
か

ら
所
有
者
負
担
を
頂
き
ま
す
の
で
、
実
際

の
持
ち
出
し
は
あ
り
ま
せ
ん
。
尚
、
令
和

3
年
の
間
伐
素
材
代
の
還
元
金
は
ha
あ
た

り
72
～
２
０
４
千
円
の
幅
が
あ
り
平
均
で

１
２
８
千
円
で
す
。

　
◎
そ
の
他

　

除
伐
、
枝
打
ち
は
所
有
者
負
担
が
あ
り

ま
せ
ん
。

◎
補
助
事
業
に
つ
い
て
の
注
意
点

注
意
１　

補
助
金
を
活
用
し
て
森
林
の

手
入
れ
を
す
る
に
は
、
組
合
員
の
皆
様

と
森
林
組
合
が
森
林
経
営
委
託
契
約
を

締
結
し
、
森
林
整
備
計
画
が
樹
立
さ
れ

て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

注
意
２　

補
助
金
を
活
用
し
て
森
林
整

備
（
間
伐
、
植
栽
、
下
刈
等
の
保
育
）

を
実
施
し
た
山
林
は
、
実
施
し
た
次
の

年
か
ら
5
年
間
は
、
森
林
以
外
へ
の
転

用
や
全
面
伐
採
を
行
う
と
補
助
金
を
返

還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
ご
注
意

下
さ
い
。

　

５
月
１
日
よ
り
「
旭
川
市
と
み
は
ら
自

然
の
森
」
の
施
設
管
理
業
務
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

と
み
は
ら
自
然
の
森
は
旭
川
市
内
江
丹

別
（
中
心
部
か
ら
車
で
約
40
分
）
に
あ
る

森
林
と
林
業
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
と
し
た
施
設
で
す
。
森
の
散
策

路
は
約
２
・
５
km
あ
り
、
森
林
全
体
を
歩
く

と
2
時
間
ほ
ど
か
か
り
ま
す
。
豊
か
な
森

林
を
感
じ
な
が
ら
、
の
び
の
び
と
森
林
散

策
し
て
み
て
は
。

　

開
園
期
間
：
５
月
５
日
～
10
月
30
日

　

開
園
時
間
：
午
前
９
時
～
午
後
３
時

□
お
問
い
合
わ
せ
先

と
み
は
ら
自
然
の
森
ふ
れ
あ
い
館

　

電　

話
〇
一
六
六
―
七
三
―
二
一
四
二

旭
川
市
農
政
部

　

農
林
整
備
課
森
林
振
興
係

　

電　

話
〇
一
六
六
―
二
五
―
七
四
五
九

令
和
四
年
度  

森
林
整
備
事
業
の
実
施

と
み
は
ら
自
然
の
森

植林（東旭川　市有林）

現場作業の皆さん

作業前打合せ

とみはら自然の森　打合せ
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完全週休２日制に移行しています。
●業務時間：
　◎夏季時間（５月１日～11月30日）　８：００　～　１７：００
　◎冬季時間（12月１日～４月30日）　８：３０　～　１７：００
●休　　日：土曜日、日曜日、祝祭日、お盆、年末年始

　

２
月
１
～
７
日
に
亘
り
各
地
区
で
開
催
し

た
地
区
別
懇
談
会
の
主
な
質
疑
と
そ
の
回
答

で
す
。

問　
東
神
楽
町
森
林
組
合
の
森
林
面
積
は
。 

答　
１
，
０
８
０
ha
で
す
。

問　
各
地
区
の
役
員
数
や
現
在
の
区
割
り
は
。

答　
こ
れ
ま
で
議
論
し
ま
し
た
が
、
今
は
変

え
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

問　
国
有
林
の
仕
事
は
受
け
た
り
し
ま
す
か
。

答　
基
本
的
に
民
有
林
を
優
先
し
て
い
ま
す

の
で
、
し
て
い
ま
せ
ん
。

問　
皆
伐
の
推
進
は
ど
の
様
に
行
っ
て
い
ま

す
か
。

答　
伐
期
に
達
し
た
山
主
に
事
業
の
声
か
け

を
し
て
い
ま
す
。

問　
山
行
苗
と
は
。

答　
30
㎝
以
上
な
ど
の
規
格
が
あ
り
、
植
林

す
る
苗
木
の
こ
と
で
す
。

問　
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
の
今
後
の
動
向
は
わ

か
り
ま
す
か
。

答　
わ
か
り
ま
せ
ん
。

問　
最
近
山
を
購
入
し
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
を

建
て
る
業
者
が
出
て
い
る
と
聞
い
た
が
、

旭
川
で
は
そ
う
い
っ
た
業
者
が
出
て
き
て

い
ま
す
か
。

答　
旭
川
で
は
聞
い
て
い
ま
せ
ん
。

問　
高
性
能
林
業
機
械
は
ど
の
様
な
体
制
で

使
い
ま
す
か
。

答　
今
年
１
月
に
導
入
し
、
現
在
０
・
８
ha
の

皆
伐
を
し
て
、
そ
の
後
３
ha
の
皆
伐
も
予

定
し
て
い
ま
す
。
春
に
は
地
拵
え
を
考
え

て
い
て
直
営
班
で
行
っ
て
い
ま
す
。

問　
最
近
、
他
の
森
林
組
合
の
合
併
の
話
は

あ
り
ま
す
か
。

答　
あ
り
ま
せ
ん
。

問　
事
業
申
込
書
が
あ
る
が
、
自
分
の
山
の

状
況
が
わ
か
ら
な
い
の
で
、
何
を
お
願
い

し
た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
。

答　
組
合
の
職
員
に
聞
い
た
り
、
電
話
を
頂

け
れ
ば
対
応
で
き
ま
す
。

問　

日
本
製
紙
で
は
海
外
に
山
を
購
入
し
、

二
酸
化
炭
素
を
よ
り
多
く
吸
収
す
る
エ

リ
ー
ト
ツ
リ
ー
を
植
え
る
な
ど
取
組
ん
で

い
る
。
森
林
組
合
も
そ
う
い
っ
た
環
境
問

題
へ
の
取
組
も
真
剣
に
考
え
て
ほ
し
い
。

答　
森
林
の
手
入
れ
を
す
る
こ
と
で
二
酸
化

炭
素
の
吸
収
に
繋
が
る
と
思
う
の
で
、
森

林
整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
。

地
区
別
事
業
推
進
会
議
の
質
疑
応
答
集

地区別懇談会 西神楽地区

地区別懇談会 東鷹栖地区

地区別懇談会 比布地区
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東神楽地区の組合員の皆様へ
出資証券廃止のお知らせ

作成日：令和４年５月31日

旭川市森林組合

代表理事組合長　木津　　勝

組合員名　　　　　　　　　様

出資残高通知書

令和４年5月31日現在の出資金残高は以下のとおりです。

※今後、出資残高をご確認したい時は、組合までご連絡下さい。

出資CD
No.　　

出資口数
32 口

出資金額
32,000 円

出資預り金
　　　 円

　当森林組合は全国的な株券電子化の流れの
為、平成２７年６月３０日をもって出資証券を発行
しないこととさせていただいており、当組合の組
合員名簿により電子データで管理しています。今
後、出資証券にかわり出資残高通知書にてお
知らせいたします。
　出資残高通知書は
　①出資残高の変動
　②所有者異動
　③新規加入
があった場合のみ発行致します。
　毎年発行しませんのでご了承願います。尚、
今現在お手持ちの出資証券はご自身で破棄して
下さい。

①相続、死亡等により山林名義の変更をしたとき
　（相続の場合は、相続開始後150日以内です。）

②自宅の住所・連絡先が変更になっ
たとき
　各種届出の必要がありますので、組合
事務所までお問い合せくださいます
ようお願い致します。

組合員各種届出のお願い

※各種届出用紙は、ホームページからもダウンロードできます。

【ホームページのURLについて】 ［http://www.a-sinrin.com］
　　　　　　　　　　　　 です。是非、ご覧ください。

　

４
月
15
日
に
作
業
員
、
職
員
、
事
業
体
（
６
社
）

の
総
勢
28
名
が
参
加
し
て
安
全
講
習
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

講
師
に
は
林
材
業
労
災
防
止
協
会
の
横
石
幸
雄

様
を
迎
え
、「
労
働
災
害
は
何
故
起
こ
る
の
か
」

と
題
し
、
講
義

を
頂
き
ま
し

た
。

　

林
業
で
は
重

篤
な
労
働
災
害

が
多
発
し
て
い

ま
す
。
災
害
が

な
い
こ
と
だ
け

で
は
、
安
全
と

言
わ
ず
、
リ
ス

ク
が
小
さ
い
こ

と
を
証
明
で
き

労
働
安
全
衛
生
講
習
会
を

開
催
し
ま
し
た

て
は
じ
め
て
安

全
と
い
え
る
。

危
な
い
可
能
性

の
あ
る
と
こ
ろ

を
前
も
っ
て
予

測
し
、
予
防
手

段
を
講
じ
て
安

全
を
確
保
す

る
。
優
先
順
位

を
つ
け
対
策
を

と
る
こ
と
で
、

労
働
災
害
を
未

然
に
防
止
す
る
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て

お
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
習
会
開
催
前
に
は
、
澁
谷
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が

講
師
と
な
り
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
と
森
林
認
証
林

で
の
作
業
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て
研
修
を
行
い
ま

し
た
。

　

本
年
も
労
働
安
全
衛
生
へ
の
共
通
認
識
を
持
ち

全
員
一
丸
と
な
っ
て
安
全
作
業
に
取
組
ん
で
参
り

ま
す
。

労働安全衛生講習会

コンプライアンス研修
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旭
川
市
森
林
組
合
役
員
紹
介

　
去
る
６
月
１
日
東
神
楽
町

森
林
組
合
と
の
合
併
登
記
が

完
了
致
し
ま
し
た
。

　
合
併
第
１
回
理
事
会
と

監
事
会
が
開
催
さ
れ
新
体

制
が
決
ま
り
ま
し
た
。
任
期

は
合
併
契
約
第
５
条
９
項
に

基
づ
き
、
合
併
後
開
催
さ
れ

る
最
初
の
通
常
総
代
会
ま

で
、
両
組
合
の
現
役
員
が
就

任
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　
組
合
員
皆
様
の
負
託
に
応

え
信
頼
さ
れ
る
組
合
と
し
て

役
職
員
一丸
と
な
って
全
力
を

尽
く
す
所
存
で
す
。
今
後

と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

副組合長理事
明田　教義
（選任区　５区）

代表理事組合長
木津　　勝
（選任区　３区）

副組合長理事
久保　宣夫
（選任区　６区）

副組合長理事
角　　一郎
（選任区　４区）

理　事
武石　正志
（選任区　１区）

理　事
椿　　芳夫
（選任区　２区）

理　事
伴野　　茂
（選任区　６区）

理　事
城　　英利
（選任区　６区）

理　事
藤原　　悟
（選任区　６区）

理　事
安田　　進
（選任区　２区）

理　事
飯田　賢治
（選任区　６区）

理　事
定岡　秀樹
（選任区　５区）

理　事
品川　　功
（選任区　１区）

理　事
小檜山　隆
（選任区　３区）

理　事
安孫子順一
（選任区　４区）

監　事
高橋　　進
（選任区　６区）

監　事
池生　勝義
（選任区　６区）

代表監事
髙倉　　忠
（選任区　３区）

監　事
日下　猛文
（選任区　１区）
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◎当日8時30分～9時00分までに連絡いただければ、当日伺うこと
ができますが、遅れた場合、翌日以降の回収となる場合があります。

【連絡先】旭川市森林組合（080-6083-2355）
◎土日休日はアライグマの回収は行いません。

旭川市のアライグマ捕獲業務
アライグマが箱罠に掛かった方へ
旭川市のアライグマ捕獲業務
アライグマが箱罠に掛かった方へ

◎１日１回、箱罠の確認をお願いします。
　餌がない場合には補充をお願いします。
◎アライグマの情報（目撃・痕跡・被害）をお寄せください。アライグマ捕獲業務打合せ

《お願い》

合併後の旭川市森林組合組織図
　合併後の最初の総代会を令和５年２月下旬に予定しており合併に伴う定款附属書の変更にしたがい、
総代選挙、役員選任、推薦委員の選出等を各地区で実施することに成ります。
　詳しくは令和４年12月開催予定の地区別懇談会で説明し実施してまいります。

（12）

総代（24）総代（27）総代（58）総代（19）総代（48） 総代（34）

江丹別・神居地区
（組合員数234人）

西神楽地区
（組合員数131人）

東旭川地区
（組合員数419人）

東鷹栖地区
（組合員数172人）

比布地区
（組合員数224人）

東神楽地区
（組合員数128人）

　
森
林
組
合
の
賦
課
徴
収

額
に
つ
き
ま
し
て
は
、
２

月
の
総
代
会
で
次
の
と
お

り
決
定
を
頂
き
ま
し
た
。

期
日
が
８
月
31
日
に
変
更

と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で

納
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
尚
、
10 

ha
以
上
所
有
さ

れ
て
い
る
方
の
面
積
割
は
、

10 

ha
未
満
が
２
０
０
円
、

10 

ha
以
上
が
１
０
０
円
で

計
算
さ
れ
ま
す
の
で
御
了

承
願
い
ま
す
。

　
組
合
員
所
有
地
の
森

林
に
森
林
組
合
関
係
職

員
が
森
林
施
業
等
の
調

査
の
た
め
に
、
立
入
り

致
し
ま
す
の
で
ご
承
知

置
き
下
さ
い
。

　
立
入
り
調
査
内
容

⑴
森
林
整
備
等
の
実
態

調
査

⑵
除
・
間
伐
予
定
地
の

実
態
調
査

⑶
林
道
、
歩
道
、
作
業

道
予
定
地
の
実
態
調

査
⑷
未
立
木
地
の
調
査
な

ど
　
調
査
の
た
め
に
関
係

職
員
が
随
時
立
入
調
査

を
実
施
し
て
お
り
ま
す

の
で
ご
協
力
下
さ
い
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

賦
課
金
の
納
入
期
限

8
月
31
日
迄
で
す

山
林
の
売
買

は
林
地
供
給

事
業
で

森
林
調
査
等
の

た
め
に
森
林
に

立
入
り
ま
す

森
林
調
査
等
の

た
め
に
森
林
に

立
入
り
ま
す

　
林
地
供
給
事
業
と
は
、

規
定
に
基
づ
き
林
地
を
譲

渡
（
売
買
）
し
た
場
合
に
、

そ
の
譲
渡
人
に
対
し
税
法

上
の
恩
恵
と
し
て
、
譲
渡

所
得
か
ら
８
０
０
万
円
が

特
別
控
除
さ
れ
ま
す
の

で
、
売
買
を
希
望
す
る
方

は
是
非
組
合
に
ご
相
談
下

さ
い
。

1,308名
210名
14名
18名

組合員総数
総　代　数
役　員　数
推 薦 委 員
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事務所内事務所内

名　　　　称
設　　　　立
所 在 地

代 表 電 話
Ｆａｘ 番 号
代 表 者 名
従 業 員 数
組 合 員 数
森林所有面積
出 資 金
事 業 区 域
email:asahikawa@a-sinrin.com
URL:http://www.a-sinrin.com

旭川市森林組合
昭和45年3月26日
北海道旭川市
工業団地3条1丁目2番15号
0166-36-4268
0166-36-4290
代表理事組合長　木　津　　勝
31名
1,308人
10,799.25ｈａ
93,969千円
旭川市・比布町・東神楽町の区域

　総
代
と
し
て
永
年
組
合
の
事
業
推
進
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　こ
こ
に
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
現
）
総

　代

　
　岸

　本

　庚

　雄

　
　令
和
三
年

　七
月

　十
六
日

（
現
）
総

　代

　
　吉

　田

　昌

　司

　
　令
和
三
年

　八
月

　
　四
日

（
現
）
総

　代

　
　木

　下

　省

　直

　
　令
和
三
年
十
一
月

　二
十
日

（
現
）
総

　代

　
　中

　本

　
　
　諭

　
　令
和
四
年

　一
月

　
　六
日

（
現
）
総

　代

　
　竹

　村

　清

　美

　
　令
和
四
年

　五
月

　十
六
日

（
現
）
総

　代

　
　山

　田

　善

　光

　
　令
和
四
年

　五
月

　十
九
日

訃

　
　報

訃

　
　報

目指そう森林新時代
旭川市森林組合の森林づくり十ヶ条

・森林づくりは人づくり
・景観に優れた美しい森林づくり
・適期作業で良質材生産の森林づくり
・生命力に溢れた健康の森林づくり
・未来に引き継ぐ資源の森林づくり
・水を蓄え国土を守る安心の森林づくり
・心を豊かにする文化創造の森林づくり
・地球温暖化を防ぐ緑の森林づくり
・地材地消で経済性豊かな森林づくり
・活力ある組合　信頼の森林づくり

も　り
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